


日本外交を世界に発信！

国民の声、地域の声を国政へ

▲ 登院すると多くのマスコミに取り囲まれる城内代議士。今後の注目株だ！

▲ 第1セッションのパネリストとして、地域的協力
枠組みの強化や「法の支配」促進の重要性を強調

▲ 会議終了後、参加者と挨拶を交わす。

▲ 出張先のドイツでメルケル首相と

▲ シャリホフ アゼルバイジャン副首相と会談

▲ 第３次安倍内閣でも引き続き外務副大臣に。（４列目
右から３番目）

▲ 静岡県と愛知県を結ぶ三ヶ日豊橋道路改築に向け
て、湖西市・豊橋市・田原市合同で予算要望書を太
田国土交通大臣へ提出。平成２６年度補正予算で
１３億２０００万円が確保されました。

▲ 役員を務める「郵便局の新たな利活用を推進する議
員連盟」総会にて。ゆうちょ・かんぽの限度額見直
しと過疎地などにおける郵政事業の重要性を力説。

▲ 評論家で有名な金美齢先生宅で行われた懇親会に参
加。安倍総理大臣をはじめ、参加者のみなさんに地
元特産の三ヶ日みかんを振舞いました！

▲ サルグシャン アルメニア大統領
と。アルメニアへの外務副大臣
の訪問は初、日本外交の新たな
１ページを開きました。

▲ 登院板に掲示されている『城内 実』のボタンを押
しました。

▲ 多くのマスコミが見つめる中、衆議院事務局の
女性に議員バッジを付けてもらっています。

外
務
副
大
臣
と
し
て
世
界
を
東
奔
西
走
！

　

平
成
26
年
12
月
24
日
、
第

1
8
8

回
特
別
国
会
が
召
集

さ
れ
た
。
4
回
目
の
当
選
を
堂
々
果
た
し
た
城
内
実
代
議
士

は
10
時
30
分
に
初
登
院
、
国
会
で
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
た
。
翌
25
日
に
組
閣
し
た
第
3
次
安
倍
内
閣
で
は
外
務
副

大
臣
に
留
任
。

　

国
家
の
課
題
が
山
積
す
る
中
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

城
内
副
大
臣
が
、
今
後
の
安
倍
外
交
に
つ
い
て
詳
細
に
語
っ
た
。

　

安
倍
総
理
の
提
唱
す
る

「
地

球
儀
を
俯
瞰
す
る
外
交
」
を

サ
ポ
ー
ト
す
べ
く
、
世
界
を

駆
け
巡
る
城
内
外
務
副
大
臣
。

外
務
政
務
官
と
し
て
21
カ
国
、

外
務
副
大
臣
と
し
て
早
7
カ

国
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　
2
月
6
日
か
ら
8
日
に
わ
た
っ
て

開
催
さ
れ
た
第
51
回
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
安

全
保
障
会
議
に
出
席
、
同
会
議
は
、

安
全
保
障
に
お
け
る「
ダ
ボ
ス
会
議
」

と
も
い
え
る
会
議
で
、
城
内
副
大
臣

は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
太

平
洋
の
地
政
学
」
に
参
加
し
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
が
直
面
す
る
安
全
保

障
上
の
課
題
と
積
極
的
平
和
主
義
に

基
づ
く
日
本
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。

各
国
を
歴
訪
し
て
い
ま
す
。

　
第
2
は
、
先
進
主
要
国
の
み
な
ら

ず
、
発
展
途
上
国
に
ま
で
目
を
向

け
、
き
め
細
か
い
外
交
を
展
開
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
実
際
、
ア
フ
リ
カ

の
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
や
中
東
の
ジ

ブ
チ
、
南
米
の
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト

バ
ゴ
な
ど
は
、
日
本
国
総
理
大
臣
の

訪
問
は
初
、
ま
た
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
や
ス
リ
ラ
ン
カ
、
オ
マ
ー
ン
な

ど
は
20
年
以
上
ぶ
り
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
に
至
っ
て
は
54
年
ぶ
り
で
し
た
。

　
こ
う
い
っ
た
外
交
攻
勢
を
補
完
す

る
形
で
、
私
も
外
務
政
務
官
時
に
21

カ
国
、
そ
し
て
昨
年
9
月
の
外
務
副

大
臣
就
任
か
ら
今
日
ま
で
で
す
で
に

7
カ
国（
平
成
27
年
2
月
11
日
現
在
）

を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
訪
問
先
は
、ド
イ
ツ
や
タ
イ
、

イ
ン
ド
な
ど
の
主
要
国
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
安
倍
総
理
と
同
様
、
エ
リ

ト
リ
ア
や
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
な

ど
、
今
ま
で
の
日
本
外
交
に
お
い
て

関
わ
り
が
薄
か
っ
た
国
々
も
あ
り
、

そ
れ
だ
け
に
一
つ
ひ
と
つ
の
訪
問
が

極
め
て
重
要
か
つ
画
期
的
な
位
置
づ

け
で
あ
っ
た
と
の
評
価
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　
特
に
本
年
1
月
に
訪
問
し
た
ア
ル

メ
ニ
ア
は
、
同
月
に
大
使
館
を
開
設

し
た
ば
か
り
で
あ
る
と
同
時
に
、
外

務
副
大
臣
の
訪
問
は
初
で
し
た
の

で
、
日
本
外
交
の
新
た
な
1
ペ
ー
ジ

を
開
い
た
と
自
負
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
日
本
外
交
は
、
国
益

の
確
保
増
進
と
世
界
全
体
の
利
益
の

増
進
を
基
本
概
念
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
築
き
上
げ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
実

績
を
土
台
に
、
日
本
の
立
ち
位
置
を

強
化
す
る
国
際
政
治
・
国
際
世
論
の

流
れ
を
作
り
出
す
外
交
を
展
開
し
て

い
く
方
針
で
す
。

　
戦
後
70
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え

て
、
戦
後
70
年
間
に
わ
た
る
平
和
国

家
と
し
て
の
歩
み
を
明
確
に
す
る
と

と
も
に
、
今
後
と
も
世
界
の
平
和
と

繁
栄
に
貢
献
す
る
姿
勢
を
大
い
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

【
ま
と
め
】
国
際
社
会
に
お
け
る

日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
強
化
と
、

幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
向

け
た
城
内
外
務
副
大
臣
の
活
躍

に
期
待
す
る
と
こ
ろ
大
で
す
！

　
第
3
次
安
倍
内
閣
に
お
い
て
、
引

き
続
き
外
務
副
大
臣
を
拝
命
致
し
ま

し
た
。
安
倍
晋
三
総
理
は
、
就
任
以

来
、「
地
球
儀
を
俯
瞰
す
る
外
交
」

を
標
榜
し
、
今
ま
で
の
総
理
が
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
く
ら
い
世
界
各
国

を
歴
訪
、
国
際
協
調
主
義
に
基
づ
く

積
極
的
平
和
主
義
を
具
現
化
し
て
い

ま
す
。
総
理
の
外
国
訪
問
国
数
は
実

に
54
か
国
・
地
域
（
平
成
27
年
1
月

23
日
現
在
）
に
及
び
、
ま
た
岸
田
外

務
大
臣
に
つ
き
ま
し
て
も
35
か
国
・

地
域
（
同
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
安
倍
外
交
の
大
き
な
特
色
は
2
つ

あ
り
ま
す
。
第
1
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
を
推
進
し
、
力
強
い
成
長
を
達
成

す
る
た
め
の
経
済
外
交
の
積
極
的
展

開
で
す
。
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
外
交
と

称
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
在
安
倍
総
理

は
長
引
く
デ
フ
レ
を
脱
却
す
る
た
め

に
、
日
本
の
技
術
を
世
界
に
売
り
込

む
方
針
を
示
し
、
特
に
イ
ン
フ
ラ
輸

出
の
受
注
額
を
2
0
2
0
年
ま
で

に
現
在
の
10
兆
円
か
ら
3
倍
の
30
兆

円
に
増
や
す
と
の
目
標
を
掲
げ
、
ま

た
企
業
の
国
内
投
資
を
喚
起
す
る
環

境
づ
く
り
に
も
意
欲
を
見
せ
て
世
界

平成 27年 4月発行

4
度
目
の
初
登
院

城
内
み
の
る
国
会
で
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
！




